
第２回 大熊町除染検証委員会 

 

日時：令和３年 ２月 ５日（金）10:00～ 

場所：大熊町役場 ２階大会議室 

 

議事次第 

（午前の部）10:00～ 

１．開 会 

２．現地視察 

  （昼食）12:00～ 

（午後の部）13:00～ 

３．課長挨拶 

４．議 事 

（１）第 1 回除染検証委員会指摘事項について 

（２）金谷平、旭台、錦台地区の立入規制緩和について 

 

 

○配布資料 

 

資料１ 出席者名簿               

資料２ 配席図 

資料３ 第１回検証委員会指摘事項について（大熊町） 

資料４ 特定復興再生拠点における空間線量率調査及び被ばく評価結果について（JAEA） 

資料５ 前回委員会の質問回答について（環境省） 

資料６ 大熊町復興再生拠点の除染状況について（環境省） 

資料６－１ 地表から１ｃｍ（環境省） 

資料７ 大熊町復興再生拠点の除染状況について（立入規制緩和予定区域）（環境省） 

資料８ 立入規制緩予定区域敷地内モニタリング調査結果について（大熊町） 

資料９ 立入規制緩和区域の追加（案）について（大熊町） 

 

 

 



 

大熊町除染検証委員会委員名簿 
  ＜委 員＞                              （敬称略） 

氏 名 所  属 

かわつ けんちょう 

河津 賢澄 
福島大学大学院共生システム理工学研究科 客員教授 

かわせ けいいち 

川瀬 啓一 

国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

福島研究開発部門 企画調整室 次長 

よしだ ひろこ 

吉田 浩子 

東北大学大学院薬学研究科 

ラジオアイソトープ研究教育センター 准教授 

しょうずがわ かつみ 

小豆川 勝見 

東京大学大学院 総合文化研究科 広域科学専攻 

環境分析化学研究室 助教 

うさみ のりこ 

宇佐美 徳子 

大学共同利用機関法人 高エネルギー加速器研究機構 

物質構造科学研究所 講師 

ちば ゆきお 

千葉 幸生 
大熊町議会議員 

ささき しょういち 

佐々木 祥一 
大熊町区長会 町区区長 

 

  〈オブザーバ〉 

氏 名 所  属 

粕谷 直樹 
内閣府 原子力災害対策本部 

原子力被災者生活支援チーム 参事官 

大星 光弘 
復興庁 福島復興局 原子力災害現地対策本部 

住民支援班 参事官 

須賀 義徳 
環境省 福島地方環境事務所 環境再生・廃棄物対策部 

環境再生課 課長 

相澤 顕之 環境省浜通り南支所 支所長 

川道 俊見 
環境省 福島地方環境事務所 環境再生・廃棄物対策部 

環境再生課 専門官 

池沢 武 環境省浜通り南支所 支所長補佐 

平石 忠一 
環境省 福島地方環境事務所 

環境再生・廃棄物対策部 環境再生課 

眞田 幸尚 
国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構 

博士（理学） 

 

〈事務局〉 

氏 名 所  属 

澤原 寛 大熊町役場 環境対策課長 

志賀 博英 大熊町役場 環境対策課 課長補佐兼放射線対策係長 

東 裕行 大熊町役場 環境対策課 主任主査 

森 俊貴 大熊町役場 企画調整課 

大原 俊寛 大熊町役場 総務課（福島県駐在） 

片岡 円 大熊町役場 環境対策課 

 

資料１ 



課⻑ ⽀所⻑ 参事官 参事官 課⻑ 補佐
須賀 相澤 粕谷 大星 澤原 志賀

専門官 ⽀所⻑補佐 眞田 森 主任主査 大原
川道 池沢 東

平石 片岡

資料２
福島大学共生システム理工学部

客員教授 河津賢澄

大熊町JAEA 大熊町

国立研究開発法人
日本原子力研究機構

福島研究開発部門企画調整室
次⻑ 川瀬啓⼀

大学共同利用 帰還法人
高エネルギー加速器研究機構

物質構造化学研究所
講師 宇佐美徳子

大熊町⾏政区⻑会
区⻑代表 佐々⽊ 祥⼀

大熊町環境省

環境省

環境省

復興庁内閣府

東北大学大学院薬学研究科
ラジオアイソトープ研究センター

准教授 吉田浩子

東京大学大学院総合文化研究科
助教 小豆川 勝見

大熊町議会
議員代表 千葉 幸生

大熊町



第1回除染検証委員会指摘事項 資料３
検証委員意見 委員会時の回答 回答

1 大川原地区の中で線量が去年より高いところがあるがどうしてか。 データ補正の関係だと思われる。

JAEA
無人ヘリのデータでは10%ほどの線量率の上昇が確認さ
れた。
写真等での確認結果、地上の状態に大きな変化ななかっ
た。測定上の不確かさの範囲と考えられる。
資料４　説明資料P4-10

2
行動パターンの被ばく線量の評価データも少し高いのではない
か。

去年のデータを提示する。

JAEA
被ばく評価の手法についてまとめた。
昨年度の評価結果と比較すると10-20%程度減少傾向に
ある。
資料４　説明資料P13-20

3

核種の移動について河原の歩行サーベイも含めてどこに移動し
ていくかということも年スケールにはなるが測定して頂けると良い
のではないかと思いますので提案します。
(河川水による測定を問うているのではなくて、セシウムの直接の
キャリアとしての土砂の移動を見るべき、という意図です)

熊川の河川水を採取し測定してい
る。実測データがあるので提示した
い

JAEA
熊川河川敷における線量率は上昇傾向は確認できない。
濃度の低い土砂の堆積によるものと推定。
資料４　説明資料P22-26

4 駅の東側の線量が上昇している原因は何か 原因を調べたい

環境省
説明資料を準備
当該メッシュに含まれている測定点は林縁部及び森林内
の２点であり、除染後に空間線量率の逆転がみられたも
のです。
森林では宅地や農地と比較すると、除染による線量低下
が相対的に小さい傾向があります。

5
Ｄ１環境省のデータとＪＡＥＡのデータに差がある(低く表示されて
いる)原因はなにか。
データの再確認してほしい。

除染中、メッシュ５０ｍ、１００ｍ測定
によることもあるのでデータを確認す
る。

JAEA
当該地域のデータを確認したが、JAEAのデータでは5μ
Sv以上の場所は確認できなかった。
資料４　説明資料P10

環境省
当該箇所の測定は、森林内及び林縁部における測定点
（４点と６点）であったことを確認しました。
森林では宅地や農地と比較すると、除染による線量低下
が相対的に小さい傾向があります（No.4の資料を参照）

6

線量低減率が全て７３％になるわけではないので各線量帯にお
ける標準偏差がどれくらいなのか。また特徴的なケースでよいの
で除染により線量が下がったところ、下がらなかったところの詳し
い情報がほしい。（特に除染がうまくいかなかったところの情報が
ほしい）

承知した。
環境省
地目ごとのヒストグラムと標準偏差を示す資料を準備。

7

統計で現れてくる平均値だけだとデータのばらつきがわからない
ので原データを付けてほしい。また、測定の密度、１００ｍメッシュ
で何点取ってるか。どういう場所を測定点としているかという情報
もほしい。緩和や解除を議論するうえで重要

承知した。
環境省
ヒストグラムと標準偏差を示す資料を準備。
また、メッシュ内の測定点数を示す資料を準備。

8
雑種地のような線量が下がりきらないところもあるが、帰還にあ
たってはできる限り下げることが原則そういった宅地みたいな場
所については今後どう扱うのか検討が必要

回答なし。

環境省
土地の使用状況を確認し宅地同等の使われ方をしている
ようであれば、宅地と同様の除染を実施。既に除染済み
の箇所は事後モニタリングで調査。

9

行動パターンの中で、極端なケース（子供が泥遊びする等）例え
ば高い所で遊んだなどシミュレーションだからこそできることを
やってほしい。
(第1回の会議の場では具体例は思いつかなかったが、たとえ
ば、交通事故での救出、現場検証などあまり起きないけれども被
ばくを多く受けるであろう極端な例は想定できる。本委員会と同
様の測定を行っている国(原災対)であっても、帰還困難区域内
の六国の大半は歩行者や自転車は通行させていないこと、JR常
磐線も帰還困難区域内は線路脇に救助用の道路を通す対策を
行っていることも念頭に入れるべき)

要望いただければ対応する。

JAEA
極端なパターンについては、色々と想定可能である。
被ばく評価シミュレーションの手法と共に当日ご説明す
る。
説明資料４　資料P13-20

10

環境省で５０ｃｍ、１ｃｍの測定もしていると思うがそういったデータ
は是非出していただきたい。先に議論にあったバラツキを考える
際参考になる。そういったデータがあると規則的に線量が高い場
所がわかるので出していただきたい。

回答なし。

環境省
1cm測定についてもヒストグラム等の資料を準備。
50cm測定については小学生以下の子供が主に使用す
る。施設（学校、保育園等）において測定しているもので
す。
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